
82017 年（平成29 年） 3 月

博物館博物館
topicstopics

那
覇
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歴
史
博
物
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新
収
蔵
品
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～
皆
の
記
憶
Ⅱ
～

現
代
沖
縄
陶
工
展

「
小
橋
川
清
正
」～
陶
技
65
年
～

し
た
い
ひ
ゃ
ー

壺
屋
焼
物
博
物
館

開
館
時
間
　
10
時
～
18
時
（
入
館
は
17
時
半
ま
で
）

月
曜
休
館 

※
た
だ
し
、
月
曜
祝
日
の
場
合
は
開
館

常
設
展
観
覧
料 

一
般
３
５
０
円
（
大
学
生
以
下 

無
料
）
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８
６
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・
３
７
６
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那
覇
市
歴
史
博
物
館
（
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
４
階
）

開
館
時
間
　
10
時
～
19
時
　
木
曜
休
館 

観
覧
料
　
一
般
３
５
０
円
（
大
学
生
以
下
　
無
料
）

☎
８
６
９
・
５
２
６
６

3
月
3
日（
金
）～
29
日（
水
）

　
小
橋
川
清
正

氏
は
御
年
79

歳
、
壺
屋
焼
一

筋
約
65
年
の

キ
ャ
リ
ア
を
誇

る
陶
工
で
す
。

こ
の
た
び
当
館

に
て
人
生
初
の

個
展
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

　
現
在
は
息
子

二
人
に
壺
屋
焼

陶
工
と
し
て
の

役
目
を
引
き
継

い
だ
清
正
氏
で
す
が
、
こ
こ
10
年
は
個
展
の
開
催
に

向
け
自
身
の
作
品
作
り
に
没
頭
し
て
き
ま
し
た
。
父
・

清
秀
の
も
と
で
作
陶
を
始
め
て
か
ら
約
65
年
、
磨
き

上
げ
た
陶
芸
技
術
の
集
大
成
を
今
回
の
作
品
に
込
め

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

※
３
月
７
日（
火
）か
ら
作
品
を
入
れ
替
え
ま
す
。

 

■日
３
月
20
日（
月
・
祝
）ま
で
　 ■

場
３
階
企
画
展
示
室

 

■費
無
料

●
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

「
東
ヌ
窯
で
の
作
陶
を
振
り
返
る
」

　
小
橋
川
清
正
氏
は
、
１
９
５
０
～
７
０
年
代
に
か

け
て
、
約
20
年
間
壺
屋
の
東
ヌ
窯（
現
在
は
国
指
定
重

要
文
化
財
）で
作
陶
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
修
復
さ

れ
た
東
ヌ
窯
の
前
で
当
時
の
作
陶
の
様
子
に
つ
い
て

語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

 

■日
３
月
５
日（
日
） 

11
時
～
・
14
時
～（
各
回
１
時
間
程
度
）

 

■場
東
ヌ
窯（
壺
屋
１
丁
目
28
番
32
）

 

■定
各
回
25
人（
先
着
順
。
博
物
館
へ
申
込
）

期

FAX

ぷち

うちな～ぐちや
あじくーたー

よ
く
や
っ
た
。
で
か
し
た
。
目
上
の
人
に
対
し
て
は

「
し
た
い
　
さ
い
」（
や
り
ま
し
た
ね
！
）と
言
う
。

例
文「
し
た
い
ひ
ゃ
ー
　
な
ま
ぬ
ぐ
と
ぅ
　
や
さ
」

（
よ
し
、
今
の
調
子
だ
！
）。 

監
修
　
那
覇
市
文
化
協
会
う
ち
な
ー
ぐ
ち
部
会

【
お
問
い
合
わ
せ
】那
覇
市
文
化
協
会 

☎
８
６
１
・
１
９
０
９

那
覇
市
歴
史
博
物
館
開
館
10
周
年
記
念

国
宝
尚
家
資
料
3
月
の
特
別
展
示

「
紋
織
の
衣
裳
」「
三
線
・
工
工
四
」

　
２
０
１
６
年
に
那
覇
市
歴
史
博
物
館
は
開
館
10
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
当
館
は
市
史
編
集
室（
後
に
歴
史

資
料
室
）を
前
身
と
し
て
、
２
０
０
６（
平
成
18
）年
７

月
８
日
に
開
館
し
ま
し
た
。
市
史
編
集
室
時
代
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
、
那
覇
市
民
の
方
々
は
も
と
よ
り
、

県
内
外
の
方
々
か
ら
も
貴
重
な
資
料
の
ご
寄
贈
・
ご

寄
託
を
賜
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
み
な
さ
ま
か
ら
は
家
譜
資
料
な
ど
の

古
文
書
や
染
織
品
・
三
線
な
ど
の
美
術
工
芸
品
と

い
っ
た
多
種
多
様
な
資
料
を
ご
寄
贈
・
ご
寄
託
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ど
の
資
料
も
琉
球
王
国
時
代
か
ら
現

在
に
い
た
る
ま
で
の
歴
史
を
知
る
上
で
貴
重
な
品
々

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
に
は
開
館
５
周
年
を
記
念
し
て「
新

収
蔵
品
展
～
皆
の
記
憶
～
」を
開
催
し
、
多
く
の
方

よ
り
ご
好
評
を
賜
り
ま
し
た
。
今
回
の
企
画
展
で
は
、

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
に
い
た
る
５
か
年
の

間
に
当
館
に
収
蔵
さ
れ
ま
し
た
資
料
を
み
な
さ
ま
に

ご
披
露
い
た
し
ま
す
。

　
こ
う
し
た
貴
重
な
資
料
は
い
わ
ば
過
去
・
現
在
・

未
来
の
私
た
ち「
皆
の
記
憶
」で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
モ
ノ
が
つ
な
い
だ「
記
憶
＝
歴
史
」

を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

■期
３
月
18
日（
土
）～
４
月
26
日（
水
）　
※
木
曜
休
館

 

■費
一
般
３
５
０
円　

　 　

今
月
の
テ
ー
マ

　

　 　

今
月
の
テ
ー
マ

壱
いちくくう

石　
金武家資料

「練り込み皿」
（2000年の九州・沖縄サミットで製作）

なはのホットな話題は市FacebookやLINE@でなは NEWS Digestなは NEWS Digest

地域の保護者の負担軽減を
～松川児童クラブひばり校開所式～

グリーン・ロード・サポーター
協定書調印式

地域をより良くするために
～道路ボランティア協定書調印式～

　児童クラブとは、共働き家庭などの小学生の児
童が放課後を安全・安心に過ごせる場所で、市内
には79か所あります。
　この度、松川児童クラブの分校である「松川児童
クラブ ひばり校」が松川小学校内に開所しました。
松川小学校の平井正良校長先生は「ここは地域の
みなさんの場所です。緑も多く遊歩道もあり、最
適な環境です。憩いの場所としてぜひ利用してもら
いたい」と、多くの子どもたちや地域のみなさんの
利用を歓迎していると話しました。

　活動区域の道路で、企業等が除草や街路樹等
の剪定、散水、ごみ等の分別収集などの管理を行
うボランティア、「グリーン・ロード・サポーター」。
　協定第1号となった「あけもどろ緑の会」の宮城譲
二会長は「これまで同様、会員と一緒に那覇市を緑
豊かなまちにしていくため協力していきたい」とあ
いさつしました。
　城間市長は「みなさんのお力添えで、みどり豊か
で色鮮やかな草花が咲き誇り、市民の心が和む癒
しの場が増えていくことを期待しています」と感謝
の気持ちを伝えました。

　道路の清掃活動や街路樹の剪定、草花の植え
付け・管理などを行う「道路ボランティア」の協定書
調印式を行いました。
　今回、新たに協定を結んだのは、「新都心安全
なまちをつくる会」「蒼天」「公益財団法人 沖縄県学
校給食会」「わかあゆ自治会」の4団体です。
　沖縄県学校給食会の下地美奈子氏は「約11年
前、職場隣の遊歩道に虫が大量発生しました。衛
生管理の面からも自分たちで道路の清掃・除草を
始めたところ、虫の発生が抑えられています」と報
告しました。
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